
平成３０年度 石川県立飯田高等学校学校評価計画書  
№ １   

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の多様な

進路希望を実

現するために

主体性の醸成

による相応な

学力養成 

①  教員の授業改善と

生徒の進路意識

の向上を図る。 

各教科 

各学年 

進路指導課 

昨年度、学習到達度を測るための

模擬試験結果は、１学年６０以上12.4

％、５５以上24.7％、５０以上48.3％で

Ｂ評価、２学年は６０以上6.9％、５５以

上21.6％、５０以上47.4％で、Ｃ評価で

あった。総合ではＢ評価となった。 

【成果指標】 

１・２年の１月模擬試験

で、英数国総合の偏差値

60以上が10％、55以上が

20％、50以上が50％を目

指す。 

（学年毎） 

 

普通科の各学年で10％、20％、50％

の基準を 

Ａ：すべて達成した 

Ｂ：２つ達成した 

Ｃ：１つ達成した 

Ｄ：すべて達成できなかった 

Ｃ以下の場合

は学年会、教

科で指導体制

を検討する。 

 

② 進路実現可能な

学力を身につける

ために自立的学

習習慣を定着させ

る。 

各学年 

進路指導課 

学年＋１時間の学習時間を推奨

している。1,2年ともに学習時間増

加への取組意欲は高い。 

【成果指標】 

予習・復習を習慣化さ

せ、家庭学習を充実させ

る。（学年毎） 

進路アンケートで日々の学習時間を

確認し、学年＋１時間を達成している

生徒の割合が、 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上 

Ｄ：６０％未満 

Ｃ以下の場

合は学年会・

教科で指導

体制を再検

討する 

 

③ 公務員志望者が

幅広い知識と、情

報処理能力を身に

つけ、実際の公務

員試験に対応でき

る力を育成する。 

各教科 

進路指導課 

自然科学・判断推理・数的推理な

ど個別の分野で弱点を持つ生徒が

多く見られるので、個々人の弱点を

克服させながら学力の底上げを図る

必要がある。 

【成果指標】 

公務員模擬試験におい

て総合判定でＢランク以

上の生徒の割合を指標と

する。 

公務員試験直前の模擬試験において

Ｂランク以上の生徒の割合が 

Ａ：６０％以上 

Ｂ：４０％以上 

Ｃ：３０％以上  

Ｄ：３０％未満 

Ｃ以下の場

合は進路及

び、各教科

で取組を再

検討する 

 

④ 研究授業、互見

授業を通して、

探究的な学習活

動や質の高いグ

ループ学習を取

り入れた効率的

かつ効果的な指

導法の改善を推

し進める。 

教務課 

 

生徒が主体的・協働的に活動する

場面が十分ではなく、ＩＣＴ機器の活用

や主体的、対話的な深い学びへ導く

ために、教員の授業改善や教材の工

夫への意識を更に高める必要がある。 

【努力指標】授業改善に

生かす目的を持ってＩ

ＣＴ機器を活用した授

業を実践し、研究授業や

互見授業に取り組む。 

 

【満足度指標】授業を通じ

て学力(知識や技術)がつ

いて来ていると実感でき

る。 

 

ＩＣＴ機器の活用など授業に工夫が
見られるという肯定的評価が 

Ａ:８０％以上 Ｂ:７０％以上 

Ｃ:６０％以上  Ｄ:６０％未満 

 

 

授業を通じて学力(知識や技術)がつい

て来ているとする肯定的な評価が 
Ａ:９０％以上  Ｂ:８０％以上 

Ｃ:７０％以上  Ｄ:７０％未満 

C以下の場

合は取組を

見直す。  

教員からの取組

アンケートで評

価 

 

 

生徒による授業

評価アンケート

で評価 

 



 

 № ２    

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間関係力の

向上による学

校全体の組織

力の強化と地

域に愛される

学校づくりの

推進 

①  

 

 

 

 

ＨＲ活動や委員会

活動をとおして、

集団づくりや人間

関係づくりを進め

人間関係力を育

てる。 

生徒指導課 

全職員 

 生徒会執行部が中心となり、学校

行事は充実したものとなっている。し

かし、各種委員会や生徒一人一人

の関わりがまだまだ弱く、生徒全体

で十分な意見を交わし、取り組む余

地がある。 

また、人間関係力を高めることに

より、生徒が互いに尊重し合う心の

涵養につながり、いじめ防止にも結

びつく。 

【成果指標】 

①十分な意見交換 

②組織的な取組 

自己評価により、達成状

況をみる。 

 

校内の活動で、十分な意見交換や共

働した取組が日常的に達成できた割

合が 

Ａ：８０％以上 Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上 Ｄ：６０％未満  

 

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

 

年２回（９月・ 

１月）アンケー

トを実施する 

②  

 

 

 

 

携帯電話・スマー

トフォンの使用ル

ール遵守と1日の

使用時間を削減す

る指導を進める。 

生徒指導課 

全職員 

携帯電話等に伴う課題が多く、

SNS利用５ヶ条を知らない生徒もい

るので、使用ルールをきちんと守

る習慣を身につけさせたい。 

また、携帯・スマホ使用が家庭学

習時間を奪っている現状があり、昨

年度の１人あたりの1日の使用時間

が６０分以上であった。今年度は３０

分以内を目標にしたい。 

【成果指標】 

①使用ルールの遵守 

自己評価により、達成でき

たかをみる。 

②使用時間 

使用時間の調査から達成

できたかをみる。 

①日常的にスマートフォン等使用ルー

ルの遵守が達成できた割合が 

Ａ：８５％以上 Ｂ：７０％以上                          

Ｃ：６０％以上 Ｄ：６０％未満  

②生徒のスマートフォン等１人あたり

の１日平均使用時間が 

Ａ：３０分以内   Ｂ：４０分以内 

Ｃ：５０分以内   Ｄ：５０分より長い 

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

①年３回（７月・

１２月・３月）の

アンケートを実

施する。 

②年5回の調査

を実施する。 

 

③ 

 

 

 

 

時間厳守の習慣

の確立を目指し、

「遅刻０運動」を継

続する。 

生徒指導課 

全職員 

 継続した取組により年々理由のな

い遅刻数が減り、授業時のベル着・

ベルスタートも確実に定着している。 

学校生活のあらゆる場面で時間を

きちんと守る習慣を更に高いレベル

で定着させたい。 

【成果指標】 

毎週の遅刻集計結果を生

徒玄関に掲示し、達成状

況をみる。 

 

「遅刻０の日」が年間合計で 

Ａ：１６０日以上   Ｂ：１５０日以上 

Ｃ：１４０日以上   Ｄ：１４０日未満  

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

生活委員が毎週

末に遅刻集計

を行い、結果を

掲示する。 

④ 

 

 

 

 

 

 

挨拶や服装・交通

マナーなど基本的

な生活習慣の定着

について指導を徹

底する。 

生徒指導課 

全職員 

 

 

 

朝の挨拶運動や登校時の指導に

より挨拶ができる生徒の割合は高

い。服装で指導を受ける生徒は、減

少しているが十分とは言えない。 

 

【成果指標】 

①挨拶運動による人間関

係力の向上 

②集団生活における規律

の遵守 

自己評価により、達成状

況をみる。 

 

日常的に挨拶をしっかりできたり、規

則を守ることができた割合が 

Ａ：８５％以上   Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上   Ｄ：６０％未満  

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

年３回（７月・１２

月・３月）アンケ

ートを実施する 



№ ３ 

 重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

３ 普通科、総合

学科それぞれ

の特長を活か

した教育活動

と相乗効果を

生み出す教育

の推進 

① 進学希望者及び

公務員希望者の

進路実現を支援

する体制を構築す

る。（普通科） 

 

３学年 

進路指導課 

国公立大学７６名、私立大学 

１２名、短大専門学校１７名、公務員

１２名、民間就職１名の希望者がい

る。（普通科） 

 

 

【成果指標】 

年間を通して適切な学

習指導等が行われ、そ

の成果が顕れた。 

年度末進路状況において、年度当

初の進学希望者の進路希望が 

Ａ：80％以上実現した 

Ｂ：60％以上実現した 

C：50％以上実現した 

Ｄ：50％未満であった 

 

公務員希望者の 

Ａ：70％以上実現した 

Ｂ：60％以上実現した 

Ｃ：50％以上実現した 

Ｄ：50％未満であった 

Ｃ以下の場

合は指導体

制の見直し

を行う。 

 

② 個に応じた進学指

導、公務員指導、

就職指導を充実さ

せ、ミスマッチのな

い進路選択をさせ

る。（総合学科） 

３学年   

進路指導課 

私立大学２名、短大・専門学校１８

名、公務員２名、就職１３名の希望

者がいる。（総合学科） 

 

【成果指標】 

年間を通して適切な学

習指導等が行われ、そ

の成果が顕れた。 

年度末進路状況において、年度当

初の進学希望者の進路希望が 

Ａ：９0％以上実現した 

Ｂ：７0％以上実現した 

Ｃ：６0％以上実現した 

Ｄ：50％未満であった 

 

就職希望者の内定を 

Ａ：12月までに100％を得た 

Ｂ：1月に100％を得た 

Ｃ：2月に100％を得た 

Ｄ：3月以降に100%となった 

 

Ｃ以下の場

合は指導方

法の見直し

を行う。 

 

③ 「ゆめかな」の活動

を通して、地域を

知り地域に貢献し

ようとする活動を

通して、生徒自身

が自分で行動を

おこせる力を涵養

する。（普通科） 

「ゆめかな」

担当 

１・２学年 

 

地域の課題を生徒目線で捉え解

決策を導こうとしてきている。 

実施３年目で今までのプランを一

つでも多く実現できるように外部に

対しても積極的な働きかけが必要で

ある。 

 

【努力指標】 

生徒自身が考えたプラ

ンを実現するために、各

グループが外部団体に

主体的な働きかけがで

きたかを確認する。 

 

夢の実現のために、外部団体に対し

て満足できる働きかけを行えた生徒

の割合が 

 

Ａ：９０％以上   Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上   Ｄ：７０％未満 

 

Ｃ以下の場

合は取組を

見直す。 

 

生徒によるアン

ケートで評価 
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３ 

 

 

 

 

 

 

普通科、総合

学科それぞれ

の特長を活か

した教育活動

と相乗効果を

生み出す教育

の推進 

④ 地元に愛着を持

つとともに、地域

産業と連携し、地

域を支えるリーダ

ー的気質を有した

人材を育成し、地

域の方々との人間

関係力を身に付け

させる。（総合学科） 

 

総合学科 

商業科 

これまで地域学Ⅰ等で、地域の方

々と生徒が関わり、体験的行事やイン

ターンシップを行ってきた。 

また、年に数回、特定の行事の中で

珠洲の実商店を運営し、販売実習を

行ってきた。 

 

【成果指標】 

生徒による自己評価によ

り達成状況をみる。 

 

 

地域の方々との活動を通して、人間関

係力が身に付いたと実感できた生徒

が 

 

Ａ：８０％以上   Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上   Ｄ：５０％未満 

 

Ｃ以下の場

合は取組を

見直す。 

 

生徒によるアン

ケートで評価 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

学習意欲喚起の

ための方策とし

て、各種検定・資

格取得を推進し、

合格者を増やし，

自己肯定感を高

める。（総合学科） 

 

総合学科 

商業科 

昨年度の各種検定試験の合格率

は全体で61.8%だったが、各種検定

の１級等上位級の合格者が少なかっ

た。 

対策を検討し全体の合格率を高め

るとともに、２年生で２つ以上、３年生

で３つ以上の全商１級合格を目指す。 

 

【成果指標】 

１年間での資格取得率

の結果と、生徒の取組状

況をみる。  

 

学年及び系列の目標とする各種検

定資格に対する合格率が 

Ａ：７５％以上   Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上   Ｄ：５０％未満 

 

学年の目標とする１級合格者の取得

率が 

Ａ：５０％以上   Ｂ：３０％以上 

Ｃ：２０％以上   Ｄ：２０％未満 

 

Ｃ以下の場

合は、方策

を見直す。 

 

 

合格状況を調

査する。 

⑥ 普通科・総合学科

の生徒が互いの

学習活動を認め

合い切磋琢磨し、

学校を活性化す

る。 

ゆめかな担

当 

 

総合学科 

生徒会 

履修する教科・科目の関係上、普

通科と総合学科は、と「ゆめかな」の

活動と「地域学」、「課題研究」など取

り組む方法や手法は異なる。 

校内においてそれぞれの学習成

果について、相互に確かめ高め合う

学校行事等が少ない。 

 

【成果指標】 

普通科・総合学科それぞ

れの活動を理解し高め合

う場面を設定し、自己評

価につなげる。 

 

普通科（ゆめかな）、総合学科（地域

学、課題研究）で行っている活動内

容をお互いに理解し合う、仕掛けや

場面設定を 

Ａ：５回以上実施できた 

Ｂ：４回以上実施できた 

Ｃ：３回以上実施できた 

Ｄ：２回未満であった 

 

 

Ｃ以下の場

合は取り組

みを見直

す。 

 

お互いが行っ

ている発表会を

見学したり、合

同で開催するな

ど工夫する。 

 

 



 

      № ５ 
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４ 

 

効率でかつ

効果的な業

務や指導法

の改善を推し

進める 

 

① 

 

 

 

 

会議や校内研修

を効率化すること

により、生徒と向

かい合う時間を確

保する。 

全分掌 会議の精選や時間短縮に取り組

んでいる。 

今まで以上に効率よく効果的な

運営を行うために、資料作成内容・

方法に加えて、会議時間を意識して

協議する必要がある。 

 

【成果指標】 

会議の内容について，主

担当が所要時間を設定

し、その時間内での終了

達成度を評価とする。 

 

 

事前に設定した時間内に会議が終了

した割合が 
Ａ：９０％以上 

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

  

 

C以下の場

合、評価結果

を分析し、方

策を検討す

る。  

 

 

② 

 

 

 

学校教育活動につ

いてホームペー

ジ、メール配信シ

ステムを通じて効

率的かつ効果的に

発信し、保護者や

地域の方の一層の

理解を得る。 

 

総務課 

 

ホームページ更新やメール配信を

その都度は実施しているが、効率的

かつ効果的であるかについては未検

証である。 

 

【満足度指標】 

学校の情報提供に対する

満足度８５％以上を目指

す。 

 

学校の情報提供は効率的かつ効果

的に行われているという保護者が 

Ａ：８５％以上 

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７５％以上 

Ｄ：７５％未満 

 

C以下の場

合、評価結果

を分析し、方

策を検討す

る。  

 

保護者による学

校評価アンケー

トで評価 

③ 

 

 

 

 

業務改善に取り組

んでいることを地

域、保護者に周知

し理解を図る。 

総務課 定時退校日、部活動休養日、リフレッ

シュウィーク、学校閉庁日など教員の多

忙化改善の取組について地域、保護

者に知られていない。 

 

【努力指標】 

地域、保護者に対して教

員の多忙化改善の取組に

ついて説明する機会を年

間 ５回設定する。 

 

地域、保護者に対して教員の多忙化

改善の取組について周知する機会の

年間設定回数が 

Ａ：５回以上 

Ｂ：３回以上 

Ｃ：１回以上 

Ｄ：０回 

 

C以下の場

合、評価結果

を分析し、方

策を検討す

る。  

 

 


